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第7章 方法書に対する経済産業大臣の勧告 

 

 「電気事業法」（昭和 39 年法律第 170 号）第 46 条の 8 第 1 項の規定に基づく環境影響評価方法

書についての経済産業大臣の勧告（平成 30 年 7 月 27 日 20180130 保第 3 号）は、次のとおりで

ある。 

 なお、方法書に対する経済産業大臣の勧告と事業者の対応は、表 7-1 のとおりである。 
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表 7-1 方法書に対する経済産業大臣の勧告と事業者の対応 

経済産業大臣の勧告 事業者の対応 

1.水源位置について実態を確認の上、調査を行

うこと。 

 

 水源位置について地域住民への聞き取りを踏

まえて、簡易水道を利用する地区の水質への影

響を把握するための調査を実施いたしました。 

 

2.近年の局所集中的な降雨の傾向を踏まえた沈

砂池の設計とするなど、濁水の影響について

適切に調査、予測及び評価を行うこと。 

降雨時の排水は、各ヤード横に設置する沈砂

池に集積され、土砂等を沈降させる等、適切に

処理を行うとともに、沈砂池の容量を超える場

合には、蛇篭を介して流速を抑えた上で拡散し

て自然放流いたします。沈砂池の容量は、各沈

砂池流域の改変面積等から推定した年間の流出

土砂量と、浚渫回数から必要な容積を算出し、

設定しました。 

道路工事に関する雨水排水は側溝に集水し、

こまめに排水溝を設けて排水いたします。排水

工には蛇篭を設置することにより流速を抑える

計画としました。 

 コンクリート打設に伴い発生する排水は、風

力発電機の基礎工事において発生しますが、セ

メント工事等による水環境への影響は無いよう

に事業計画地以外の処理施設で適切に処理する

計画です。 

 コンクリート打設後におけるコンクリートミ

キサー車の洗い水も課題として挙げられます

が、洗い水も事業実施区域外の処理施設に搬出

し適正に処理する計画です。 

濁水の影響については、上記濁水対策及び局

所集中的な降雨傾向を踏まえて適切に調査、予

測及び評価を行いました。 

 

3.ラインセンサスの調査に当たっては、適切な

ルートを選定し、調査、予測及び評価を行う

こと。 

 

 ラインセンサスのルートは対象事業実施区域

及び周辺の植生区分、地形状況等を踏まえて、

事業による影響を把握できるような経路を選定

し、調査、予測及び評価を行いました。 

 

4.希少猛禽類の調査に当たっては、適切な調査

地点を追加するなど、適切に調査、予測及び

評価を行うこと。 

 希少猛禽類の調査では対象事業実施区域及び

周辺の植生区分、地形状況等を踏まえて、事業

による影響を把握できるような地点を選定し、

調査、予測及び評価を行いました。 
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5.本事業の区域内での緑の回廊における渡り鳥

の飛翔実態の調査に当たっては、十分な調査

回数を確保する等、適切に調査を実施するこ

と。 

 本事業の区域内での緑の回廊における渡り鳥

の飛翔実態を把握するため、渡りの時期に重な

るように調査時期を設定するとともに十分な調

査回数を確保する等、適切に調査を実施しまし

た。 

6.景観への影響調査を行うにあたり、適切な箇

所を調査地点に追加すること。 

対象事業実施区域周辺において適切な調査箇

所を追加し景観への影響について、調査、予測

及び評価を行いました。 

 

 

 

  


